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「
龍
の
血
脈

紹
介
文
」

岡
和
田
晃

新
人
・
小
春
香
子
の
「
龍
の
血
脈
」
が
、「S
F
P
ro
l
o
g
u
e
W
a
v
e

」
の
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』

小
説
企
画
に
参
入
し
た
。
ま
ず
は
冒
頭
部
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
ど
の
『
エ
ク
リ
プ

ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
小
説
と
も
違
っ
た
、
ハ
イ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
香
気
に
驚
く
は
ず
だ
。
そ
う
、
本
作

は
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
Ｓ
Ｆ
の
境
界
が
如
何
に
あ
る
か
を
―
―
あ
く
ま
で
も
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ

ズ
』
の
設
定
を
尊
重
し
つ
つ
―
―
問
い
直
す
野
心
的
な
作
品
な
の
だ
。

小
春
が
偏
愛
す
る
ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
は
、
「
充
分
に
発
達
し
た
科
学
技
術
は
、
魔
法
と
見

分
け
が
付
か
な
い
」
と
述
べ
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
多
く
の
Ｓ
Ｆ
作
家
の
想
像
力
を
刺
激
し
た
。
た
と
え

ば
テ
ッ
ド
・
チ
ャ
ン
は
「
科
学
と
魔
法
は
ど
う
違
う
か
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
著
し
て
い
る
。
小
春
も

ま
た
、
こ
の
主
題
に
魅
せ
ら
れ
た
者
の
一
人
な
の
だ
ろ
う
。

「R
ol
e
&
R
o
l
l

」V
o
l
.1
1
3

の
「
宇
宙
の
歩
き
方
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
火
星
の
芸
能
ハ
ビ
タ
ッ

ト
、
エ
リ
シ
ウ
ム
が
今
回
の
舞
台
だ
。
そ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
い
う
あ
る
意
味
で
閉
ざ
さ
れ
た
舞
台
で
、
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オ
リ
ジ
ナ
ル
と
フ
ォ
ー
ク
（
人
格
コ
ピ
ー
）
の
葛
藤
が
、
柔
ら
か
く
、
繊
細
な
が
ら
も
安
定
感
に
満
ち

た
筆
致
で
描
か
れ
る
。
そ
の
ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気
は
、
レ
イ
・
ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ
作
品
や
、
Ｊ
・
Ｐ

・
ブ
レ
イ
ロ
ッ
ク
『
真
夏
の
夜
の
魔
法
』（
『
夢
の
国
』）
に
も
通
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
自
意
識
に
淫
し
て
終
わ
ら
な
い
の
も
面
白
い
と
こ
ろ
だ
。
読

み
進
む
う
ち
に
、
本
作
に
は
茅
田
砂
胡
『
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ザ
ー
ド
』
や
、
立
原
透
耶
『
竜
と
宙
』

の
よ
う
な
女
性
作
家
の
手
に
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
豊
か
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
Ｓ
Ｆ
／
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
と

響
き
合
う
批
評
性
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
。

「S
F
P
r
o
l
o
gu
e
W
a
ve

」
が
初
の
本
格
的
な
小
説
発
表
の
場
と
な
る
新
鋭
・
小
春
香
子
。
そ
の
み
ず

み
ず
し
い
感
性
を
、
こ
こ
に
体
感
し
て
み
て
ほ
し
い
。

小
春
香
子
は
１
９
８
４
年
生
ま
れ
で
、
ま
だ
２
０
代
の
若
さ
で
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
レ
イ
・
バ

イ
・
ウ
ェ
ブ
の
ゲ
ー
ム
を
組
織
す
る
こ
と
で
文
章
力
を
、
ま
た
会
話
型
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
訓
練
を
積
む
こ
と
で

物
語
の
構
成
力
を
鍛
え
た
。
ゲ
ー
ム
と
教
育
の
接
点
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
察
し
た
レ
ポ
ー
ト

を
多
数
発
表
し
て
お
り
、
今
後
が
期
待
で
き
る
逸
材
な
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。


